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11月15日号

体験イベントに参加して、

ごみの減量やリサイクルについて

楽しく学びましょう。

（☎・FAX 38-2800）伊勢リサイクルプラザ
http://www.iserisaikuru.jpURL

伊勢リサイクルプラザ キャラクター
リサちゃん

三重県ごみゼロキャラクター ゼロ吉
きち

くん

ほったるのは

もったいない
フェア2018

と き 11月17日土 9：30～14：00 ところ 伊勢リサイクルプラザ（西豊浜町653）
※荒天時は中止する場合があります。

体験コーナー

刈草・生ごみ
堆肥化コーナー

子ども服・雑貨・
衣料・小物の販売

プレゼントコーナー

フリーマーケット

着物リフォーム
ファッションショー

おもちゃの
病院

ごみ収集車（パッカー車）への
ごみ積み込み

体験

家具無料抽選コーナー

⃝廃油石けん・キャンドル作り
⃝ＥＭぼかし作り
⃝アクリルたわし作り
⃝ふた付き小物入れ作り
⃝新聞紙でコサージュ作り
⃝牛乳パックでキューブ・こま作り
⃝ペーパークラフト　など

刈草堆肥の無料配布
（数に限りがあります）

⃝飲食コーナー
⃝市町コーナー
⃝三重県コーナー

⃝ポップコーン
⃝わた菓子
⃝メダカ

※無くなり次第、終了します。

随時受け渡し

12：00～発　表

9：30～11：30受け付け
（10：00～）
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あおかもし ももかもし

あかかもし

シリーズ循環型社会

～ 3Ｒ+ リスペクト～ をもう一度 !!

（☎ 37-1443　 FAX 37-0189）清掃課

伊勢市の皆さんは、

やっぱりすごい人たちなんさ！

よし！ それなら、

「雑誌・雑がみ類」の

種類と分別について

勉強しよに!!

何と、「雑誌・雑がみ類」の資源回収量が、

昨年より19トンも増えたんさ!!

それも、4月から増え続けとるんよ！

こんなことは初めてなんさ！

何、何？ 教えて！

すごいなぁ！

みんなで取り組んだ成果やなぁ。

ところで、「雑誌・雑がみ類」って、

分別が難しいよなぁ。

いつも迷ってしまうんさ。

みんなで一緒に、

“雑がみの分別”名人（マイスター）を

目指そう！

ごみ分別ＰＲキャラクター
かもしかの
ごみバスターズ

M
も っ た い な い

OTTAINAI

も増えました!!19トン
雑誌・雑がみ類の
資源回収量が、昨年より

皆さんの
おかげです!

「ごみゼロポスターコンクール」の
入賞作品が決定しました!!

　今年度も、ごみの減量・資源化への意識を高める
ため、小・中学生を対象に「ごみゼロポスター」を
募集しました。882点の応募作品の中から、小学生
の部・中学生の部それぞれの上位３賞に選ばれた作
品を紹介します。

小
学
生
の
部

<

市
長
賞>

奥
本　
緩 

さ
ん（
御
薗
小
６
年
）

<議長賞>
松本 らら さん（小俣小２年）

<

教
育
長
賞>

河
本 

大
雅 

さ
ん（
修
道
小
５
年
）

※平成30年４月～８月の期間
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中
学
生
の
部

<

教
育
長
賞>

河
本 

大
雅 

さ
ん（
修
道
小
５
年
）

“ 雑誌・雑がみ類 ” の種類（上級編）を覚えましょう！

“ 雑誌・雑がみ類 ”とは？

どんな物が “雑がみ ”なの？

　資源回収ができる紙類のうち、「新聞・折り込みチラシ」「段ボール」「飲料用紙パック」以外の紙類の
ことです。

ティッシュペーパー・お菓子の空き箱など1

紙袋・包装紙4

封筒・はがき類2

トイレットペーパー・ラップの芯5

パンフレット・ノート・プリント用紙3

メモ用紙・付箋（小さい紙や端切れ）・
値札・割り箸の袋など

6

ビニールの部分は
外してください

「取っ手」が紙以外の場合は
外してください

窓が紙の場合は
そのまま出せます

“雑がみ”の種類は

たくさんあるんさ！

上記は代表的な例やよ！

資源にならない紙にご注意!
次の紙類は資源化できないため、「燃えるごみ」で出してください。

⃝臭いや油汚れがある 線香、洗剤の箱、宅配ピザの紙箱など

⃝感熱紙・カーボン紙 レシート、ファクス用紙、宅配便の荷札、領収書など

⃝衛生紙・和紙 ティッシュペーパー、祝儀袋など

⃝防水・ビニール・金銀加工がされている
紙コップ、アイスクリームの容器、ペットの餌袋、カップ麺のふたなど

<教育長賞>
柴田 珠奈 さん（五十鈴中３年）

<市長賞>
小林 寿綸 さん（二見中２年）

<

議
長
賞>

濱
口 

栞
奈 

さ
ん（
北
浜
中
１
年
）



4広報いせ　平成30年11月15日号 広報いせ　平成30年11月15日号

活
動
に
参
加
し
て
地
域
の
人
と

触
れ
合
い
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
で
い
く
中
で
、
地
元
の

魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
あ
る
先
生
か
ら
「
ご

み
を
拾
う
人
は
、
ご
み
を
ポ
イ

捨
て
し
な
い
」
と
教
わ
り
、
小

さ
い
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
経
験

を
す
れ
ば
、
ご
み
を
ポ
イ
捨
て

し
な
く
な
る
と
思
う
の
で
、
こ

の
２
つ
も
目
的
で
す
。

　

僕
た
ち
若
者
が
中
心
と
な

り
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
を
巻

き
込
み
、
二
見
浦
ビ
ー
チ
を
日

本
一
楽
し
く
美
し
い
海
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
僕
た
ち
は
、
小
・
中
学
校
と

９
年
間
過
ご
し
た
二
見
浦
の
海

や
浜
へ
の
「
恩
返
し
」
を
目
的

に
、
海
や
浜
が
綺
麗
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
で
、
２
０
１

６
年
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
９
年
間
、
二
見
浦
の
海

や
浜
に
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
に
泳

い
だ
り
、
部
活
で
歯
を
食
い
し

ば
り
な
が
ら
走
っ
た
り
、
悩
ん

だ
時
に
眺
め
た
り
、
本
当
に
た

く
さ
ん
の
夢
と
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。

　
活
動
は
４
回
目
を
迎
え
、
回

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
支
援
を

し
て
い
た
だ
く
人
や
、
共
に
海

や
浜
に
「
恩
返
し
」
を
し
て
い

た
だ
く
人
も
増
え
て
、
今
回
は

１
２
１
人
で
活
動
を
し
ま
し

た
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
海
や

浜
に
「
恩
返
し
」
を
す
る
こ
と

が
一
番
の
目
的
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ

い
頃
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
清
掃

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
支
援
金
も
義
援
金
も
、
災
害

支
援
・
復
旧
・
復
興
に
は
、
ど

ち
ら
も
欠
か
せ
な
い
お
金
で

す
。
寄
付
で
応
援
を
す
る
の
な

ら
、
ど
う
い
う
使
い
方
を
す
る

募
金
な
の
か
を
理
解
し
て
お
い

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
募
金
先
が
信
頼
で
き

る
窓
口
か
ど
う
か
も
、
し
っ
か

り
確
認
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
毎
年
災
害
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
災
害
が
起
き
た
時
に
は

募
金
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
募
金

に
種
類
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　
募
金
は
大
き
く
分
け
る
と
、

支
援
金
と
義
援
金
が
あ
り
ま
す
。

　
支
援
金
は
、
災
害
復
興
な
ど

を
行
う
団
体
に
対
す
る
募
金

で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
、

災
害
支
援
活
動
を
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
渡
さ

れ
る
も
の
で
す
。
集
ま
っ
た
お

金
は
、
比
較
的
早
く
団
体
へ
渡

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
一
方
、
義
援
金
は
、
被
災
さ

れ
た
人
へ
の
お
悔
や
み
や
応
援

の
た
め
の
募
金
で
す
。
日
本
赤

十
字
社
や
赤
い
羽
根
共
同
募

金
、
自
治
体
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

が
主
な
窓
口
と
な
り
、
配
分
委

員
会
に
よ
っ
て
直
接
被
災
者
に

渡
さ
れ
ま
す
が
、
渡
す
ま
で
に

場パ ル テ ィ ４ コ マ 劇

秋
真
っ
盛
り
。

秋
を
楽
し
み
た
い
な
…
。

い
い
事
思
い
つ
い
た
。

も
み
じ
を
集
め
よ
う
。

今
日
は
障
子
貼
り
。

風
流
だ
ね
。

満
足
、
満
足
…
。

●
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
指
定
管
理
委
託
料

　
１
４
２
５
万
５
千
円

●
利
用
人
数

　
６
万
４
７
７
６
人

（
平
成
29
年
度
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎
20

－

４
３
８
５　
FAX
20

－

４
３
８
６
）

No.77

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

支
援
金
と
義
援
金

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

●
二
見
浦
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

問い合わせ先 ☎42-2385（黒田）
二見浦ビーチクリーン大作戦
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に
取
り
組
む
た
め
、
有
緝
学
区

の
住
民
を
対
象
に
無
作
為
抽
出

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る
構

成
団
体
の
皆
さ
ん
に
代
議
員
と

し
て
参
画
し
て
も
ら
い
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
討
議
を
重
ね
、「
有
緝

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
楽
し
く
元
気
な
ま
ち
」「
美
し

く
住
み
や
す
い
ま
ち
」
を
大
き

な
柱
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
３

つ
の
委
員
会
で
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

◆
ま
ち
協
健
康
フ
ェ
ア
の
実
施

　
当
初
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
、
健
康
増
進
教
室
の
実

施
を
求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
を
参
考
に
、
平
成
28

年
度
か
ら
「
ま
ち
協
健
康
フ
ェ

ア
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
８
日
に
開
催

し
、
民
間
団
体
や
伊
勢
市
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
に
も
協
力
を

得
て
、
脳
ト
レ
体
操
、
介
護
相

談
、骨
密
度・血
糖
値
の
測
定
、

　
平
成
26
年
11
月
の
設
立
後
す

ぐ
に
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
作
成

や
、
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
る
啓

発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

活
動

　
交
流
部
会
と
し
て
、
10
月
21

日
に「
宮
山
地
区
町
民
体
育
祭
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
参
加
者

が
集
ま
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

交
流
・
親
睦
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
毎
年
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
で
も
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
種
目
は
、
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
競
技

種
目
と
な
っ
て
い
る
「
ボ
ッ
チ

ャ
」
な
ど
で
す
。

◆
サ
ル
な
ど
の
獣
害
対
策

　
宮
山
地
区
は
山
林
が
近
い
た

め
、
サ
ル
な
ど
が
出
没
す
る
こ

と
が
多
く
、
農
作
物
が
荒
ら
さ

れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
て
い
ま

す
。

　
獣
害
対
策
部
会
で
は
、
地
域

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
サ

ル
な
ど
の
獣
害
対
策
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア（
追
払
い
隊
）を
募
集
し
、

宮
山
地
区
の
６
自
治
会
で
サ
ル

の
追
い
払
い
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
住
民
へ
の
周
知
の
た
め
、
ロ

ケ
ッ
ト
花
火
講
習
会
の
実
施

　
平
成
26
年
６
月
に
発
足
し
、

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
つ
く
る
と
い
う
考
え
を
基
本

に
、「
安
心
・
安
全
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
、
高
齢
者
が
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
地
域
の
課
題
を
解

決
す
る
新
し
い
自
治
の
仕
組
み

と
し
て
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く

り
」
を
進
め
て
お
り
、
市
内
全

域
で
23
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
、「
自
分
た
ち
で
考
え
て
自

分
た
ち
で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

く
」
と
い
う
考
え
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
宮
山
ま
ち
づ
く
り

の
会
と
有
緝
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
交
流
課（
☎
21

－

５
５
６
３　
FAX
21

－

５
６
４
２
）

シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
56

わ
た
し
た
ち
の
地
域
だ
か
ら
、

　 
わ
た
し
た
ち
で
や
り
た
い

　
　
　
　
　
　 

　 

こ
と
が
あ
る

宮
山
ま
ち
づ
く
り
の
会

有
緝
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
伊
勢
市
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
全

員
が
、
地
域
の
「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

ぜ
ひ
お
住
ま
い
の
地
域
で
活
動

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
・
お
薬
相
談
な
ど
多
数
の

ブ
ー
ス
を
設
け
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
毎
年
の
測
定
で
体
調
を
チ
ェ

ッ
ク
し
た
り
、
健
康
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
人
が
相
談
を
し

て
、
少
し
で
も
明
る
い
気
持
ち

に
な
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
満
足

度
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
有
緝
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
事
業
活
動
に
大

き
く
貢
献
し
た
団
体
な
ど
に
対

し
て
表
彰
を
行
う
制
度
を
設
け

る
な
ど
、
他
団
体
と
の
連
携
も

図
っ
て
い
ま
す
。

啓発チラシ

町民体育祭

まち協健康フェア
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朝熊東IC

二見JCT
折り返し点

ダイムスタジアム伊勢
（倉田山公園野球場）

競技場前
折り返し点

宇治浦田町
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（☎ 21-5542　 FAX 28-2404）観光振興課

みんなで

応援しよう！ 野口みずき杯 2018 中日三重

　今年も「野口みずき杯 2018 中日三重 お伊勢さんマラソン」を開催します。
　全国各地から約１万３千人の参加者が「伊勢」に集い、汗を流します。
　参加者の皆さんが「また伊勢を走りたい」「また伊勢を訪れたい」と思って
もらえるような大会になるよう、温かいご声援をお願いします。

　大会開催に伴い、12月２日㈰は、伊勢自動車道（伊
勢西IC）～伊勢二見鳥羽ライン（二見JCT）の区間は全
面通行禁止となり、国道23号や内宮周辺も一時通行
禁止となる交通規制が行われます。
　迂

う

回などで多大なるご不便・ご面倒をお掛けします
が、ご理解・ご協力をお願いします。
※交通規制について詳しくは、今号の「広報いせ」と同時配布した
　チラシ、または、大会ホームページをご覧ください。

交通規制について
12月1 日土　10：00～12：00ごろ

12月2日日　9：00～11：50ごろ

http://www.city.ise.mie.jp/marathon

雨天決行

雨天決行

バリアフリーラン

ランニングの部

ウォークの部

県営サンアリーナメイン会場

大会ホームページ 伊勢マラソン 検索
URL

予算額　6,964万5千円（うち市負担額2,000万円）

地点 場所 通過時刻

🅐 伊勢IC南交差点 9：25～10：38
🅑 中村町北交差点 9：30～10：30
🅒 競技場前交差点 9：32～10：12
🅓 内宮前ロータリー 9：35～10：21
🅔 宇治浦田町交差点 9：37～10：26
🅕 松尾観音前交差点 9：47～10：58

※ランナーの進行状況により前後する場合があります。

ランニングの部 ハーフマラソンコース ※矢印の実線箇所（　　）は沿道での応援が可能な場所です。

ランナー通過予想時刻

お伊勢さんマラソン
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で
、
そ
の
人
を
怠
け
者
で
あ
る

と
判
断
し
、
そ
の
人
を
理
解
し

た
よ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
人
を
見
下
し
た
よ

う
な
態
度
を
と
る
と
、
そ
れ
が

小
さ
な
ト
ゲ
と
な
っ
て
相
手
の

心
に
刺
さ
り
ま
す
。

　
「
自
分
の
意
見
は
正
し
い
」

「
相
手
の
意
見
を
認
め
る
と
負

け
た
こ
と
に
な
る
」
な
ど
の
思

い
込
み
か
ら
、
や
り
取
り
が
感

情
的
に
な
り
、
関
係
が
険
悪
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
き
な
声
で
早
口
で

話
す
こ
と
は
、
あ
な
た
に
と
っ

て
「
当
た
り
前
」
で
「
い
つ
も

の
こ
と
」
で
あ
っ
て
も
、
別
の

誰
か
に
と
っ
て
は「
悩
み
の
種
」

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
は
何
げ
な
い
小
さ
な

こ
と
で
す
が
、
気
付
か
ず
に
過

ご
し
て
い
る
と
、
人
間
関
係
を

悪
化
さ
せ
た
り
、
組
織
の
業
績

に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
」
は
、
下
記（
バ
イ
ア
ス

の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
）の
と

お
り
、
誰
も
が
無
意
識
に
持
っ

て
い
る
「
も
の
の
見
方
や
捉
え

方
の
ゆ
が
み
・
偏
り
」
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
は
、
何
げ
な
い

日
々
の
行
動
や
言
葉
と
な
っ
て

表
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
あ
る
人
が
就
業
時

間
内
に
給
湯
室
で
話
を
し
て
い

る
の
を
一
度
見
掛
け
た
だ
け

　今年度は、アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見・思い込み）について、さまざま
な視点から紹介していきます。聞き慣れない言葉ですが、男女共同参画社会を阻害する
要因として、近年、取り上げられることが多くなっています。

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
が

及
ぼ
す
影
響

市民交流課（☎ 21-5513　 FAX 21-5642）

めざそや！共同参画 35

バイアス（偏見・思い込み）の典型的なパターン

観察者バイアス
自分が期待する行動ばかりに気が行く
〔例〕メリットだけを強調した広告を信じる。

内集団バイアス
自分の所属する集団を高く評価する

〔例〕日本人は、他のアジア人より優れている。

慈悲的性差別
女性へのポジティブな偏見が差別に繋がる

〔例〕女性には難しい仕事を与えない。

正常性バイアス
自分に都合の悪い情報を無視する

〔例〕この場所で地震は起こらないだろう。

ハロー効果
特徴的な部分だけで物事を評価する

〔例〕あの人は高学歴だから、仕事ができる。

ステレオタイプ
代表的な事例を基準にして物事を判断する

〔例〕Ａ型の人は気配りができる。

自己奉仕バイアス
成功は自分の力、失敗は他人のせい

〔例〕自分が失敗したのは、周りの協力がなかったからだ。

確証バイアス
自分に都合のいい情報だけを集める

〔例〕議論の後、自分の主張を正当化する情報ばかり集めてしまう。

仕事中やのに、
しゃべっとるんか！

どうしたん？
気分、悪いの？
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医
療
費
の
全
額
自
費
負
担
な
ど

の
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
は
対
象

外
で
す
。

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
に

当
院
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

き
、
安
心
し
て
治
療
を
受
け
て

療
養
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は
「
包
括
医
療
費

支
払
い
制
度
」の
こ
と
で
す
。

従
来
の
診
療
行
為
ご
と
に
料

金
を
計
算
す
る
「
出
来
高
払

い
」
と
は
異
な
り
、
入
院
す

る
患
者
さ
ん
の
病
状
を
基
に

手
術
な
ど
の
診
療
行
為
の
有

無
に
応
じ
て
、
厚
生
労
働
省

が
定
め
た
１
日
当
た
り
の
医

療
費
か
ら
成
る
定
額
部
分
と

出
来
高
部
分（
手
術
、
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
）を
合
算
す
る
計

算
方
法
で
す
。

　

当
院
で
は
、
※

Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー

タ
か
ら
全
国
統
一
の
定
義
と
形

式
に
基
づ
い
た
指
標
を
作
成

し
、
そ
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
情
報
を
公
表
す
る
目
的

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
公

開
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
当

院
の
特
徴
や
急
性
期
医
療
の
現

状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
29
年
度

中
に
当
院
の
一
般
病
棟
を
退
院

し
た
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
基

に
７
項
目（
年
齢
階
級
別
退
院

患
者
数
な
ど
）の
指
標
を
作
成

し
、
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
損
害
賠
償
責

任（
自
賠
責
）保
険
や
労
働
者
災

害
補
償（
労
災
）保
険
の
適
用
、

病
院
情
報
の
公
表

伊
勢
総
合
病
院（
☎
23

－

５
１
１
１　
FAX
27

－

２
３
１
５
）

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ　
62

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院

ホ
ス
ピ
ス
病
棟
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

に
電
話
で
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
同
課
へ

※
申
し
込
み
後
、
養
成
講
座
の

受
講
や
面
接
を
行
い
、
登
録

後
に
活
動
前
研
修
を
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
無
報
酬
で
の
活
動
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険（
保

険
料
は
当
院
負
担
）に
加
入

し
ま
す
。

※
活
動
日
時
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
加
人
数
や
利
用
状
況

に
よ
り
変
更
し
ま
す
。

以
上
経
過
し
て
い
る

⃝

ホ
ス
ピ
ス
病
棟
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
誓
約
書
に
同
意
し
、
署
名

で
き
る

活
動
内
容　
お
茶
な
ど
の
飲
み

物
の
提
供
、
生
け
花
作
り
・
水

換
え
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
季
節

の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
運
営
、

音
楽
療
法
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

な
ど

活
動
時
間　
月
～
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）の
14
時
～
16
時
で

可
能
な
時
間

申
し
込
み　
12
月
20
日
㈭
ま
で

　
新
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス
病
棟
で

活
動
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
と
家
族
の
入
院
生

活
に
寄
り
添
い
、
よ
り
良
い
時

間
を
過
ご
せ
る
環
境
を
一
緒
に

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人（
特
別
な
資
格
は
不
要
）

⃝

18
歳
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
理
解
が
あ
る

⃝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
２
回
）を
受
講
で
き
る

⃝
近
親
者
と
の
死
別
後
、
１
年

伊
勢
総
合
病
院 

医
療
事
務
課（
☎
23

－

５
１
１
１　
FAX
25

－

９
７
０
５
）

12月27日㈭から
保険外併用療養費を改正

新病院への移転のため
外来診療を休診

　同病院では、紹介状を持た
ずに受診した患者さんに係る
保険外併用療養費を改正しま
す。
　保険外併用療養費は、地域
の医療機関と連携を図り、そ
れぞれの役割に応じて患者さ
んの症状に適した医療の提供
を推進するもので、厚生労働
省の指針によるものです。
料　金　3,240円
　　　　（改正前：1,080円）
改正日　12月27日㈭

　同病院は、12月27日㈭・
28日㈮に、現病院から新病
院へ移転します。このため、
外来診療などが休診となりま
す。
　平成31年１月４日㈮から、
新病院で外来診療を開始しま
す。ご不便をお掛けしますが、
ご理解をお願いします。
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と
き　
12
月
９
日
㈰
、
９
時
30
分

～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
初
妊
婦
と
夫

内
容　
沐も

く
よ
く浴
体
験
、
妊
婦
模
擬
体

験
、
保
健
師
・
助
産
師
の
話
な
ど

定
員　
30
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　
同
課
へ

　
来
場
者
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

と
き　
12
月
12
日
㈬
～
14
日
㈮
、

10
時
～
16
時（
受
け
付
け
は
15
時

30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
・

ロ
ビ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
人

追
加
測
定
機
器　
体
組
成
計
、
重

心
動
揺
計
、
足
指
測
定
器

　
要
介
護
原
因
の
２
位
で
あ
る
脳

卒
中
。
予
防
に
備
え
る
と
同
時
に

前
触
れ
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
早

期
に
治
療
し
後
遺
症
を
最
小
限
に

抑
え
る
対
策
を
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

と
き　
12
月
６
日
㈭
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
人

講
師　
堂
本
洋
一
さ
ん（
伊
勢
慶

友
病
院
長
・
日
本
脳
神
経
外
科
学

会
専
門
医
）

定
員　
80
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
同
課
へ

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）〔
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
〕

（
☎
27

－

２
４
３
５　
FAX 

21

－

０
６
８
３
）

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

～
マ
マ
安
心
サ
ポ
ー
ト
い
せ
～

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

講
演
会

脳
卒
中
の
予
防
と
早
期
発
見

健
康
テ
ラ
ス
の
ご
案
内

健
康
づ
く
り
通
信

～
み
ん
な
笑
顔   

伊
勢
の
元
気
人
～

cooking

低カロリー・バランス食

家庭で
実践

（☎ 27-2435　 FAX 21-0683）健康課家庭で実践！
おいしい減塩レシピ

鶏肉とごぼうの焼きつくね柚子胡
こ し ょ う

椒ソース

季節の野菜レシピ動画　伊勢市 検索低カロリー・バランス食レシピ　伊勢市 検索

市のホームページで、バックナンバーや「季節の野菜レシピ動画」を見ることができます。※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

柚子胡椒ソース
 ⃝だし汁 …… 50cc
 ⃝しょうゆ … 小さじ1
 ⃝みりん …… 小さじ1

⃝片栗粉 …… 小さじ1/2
⃝水 ………… 小さじ1
⃝柚子胡椒 … 小さじ1/2

材料（２人分）

❶ごぼうは、ささがきにして水にさらした後、ゆでて水気を切る。
❷鶏ひき肉は粘りが出るまで混ぜる。卵・絹ごし豆腐・Ⓐを加えてよく

混ぜ、ごぼう・白いりごまを加えてさらに混ぜる。これを 4 等分し
て丸め、小麦粉を軽くまぶす。
❸フライパンにサラダ油をひいて❷を並べ、ふたをして蒸し焼きにする。
❹鍋に柚子胡椒ソースの材料を合わせて煮立て、水溶き片栗粉でとろみ

を付け、柚子胡椒を溶く。❸を器に盛り付け、ゆでたブロッコリーと
おろし生姜をのせてソースをかける。

作り方

自分でできる
減塩のポイント

テーマ

⃝ごぼう …………… 60g
⃝鶏ひき肉 ………… 150g
⃝卵 ………………… 1/4個
⃝絹ごし豆腐 ……… 50g
⃝白いりごま ……… 大さじ1
⃝サラダ油 ………… 小さじ1/2
⃝ブロッコリー …… 30g
⃝おろし生姜 ……… 小さじ1
⃝小麦粉 …………… 大さじ1/2
　　⃝おろし生姜 … 大さじ1/2
　　⃝牛乳 ………… 大さじ1/2
　　⃝酒 …………… 大さじ1/2
Ⓐ

⃝たんぱく質 16.4g
⃝脂質　　　 13.3g
⃝炭水化物　 10.4g
⃝塩分 　　　 0.6g231kcal

１人分の栄養価

★食べる量が増えると塩分量も多くな
るので、腹八分目を心掛けましょう

★食材の塩分を、栄養成分表示で確認
する習慣を付けましょう
漬物や干物、練り製品、加工品など塩分
が多い食品はなるべく控えましょう。

★しょうゆやソースは、かけずに付け
て食べましょう
例えば、とんかつにかけるソースを小皿
に取り、付けて食べると塩分が減らせます。

堂本洋一さん
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（☎ 21-5593　 FAX 21-5585）交通政策課

バス路線
乗って
残そう！

市では、バスの利用促進のため、さまざまな取り組みを行っています。

バスの乗り方＆交通安全教室

第６回 バスポスターコンクールの最優秀作品

　バスに乗る機会の少ない小学生に、バスの乗り方を知ってもらうため、バスの乗り方教室を開催しています。
　乗り方教室のことを家庭で話し合い、バスに乗る機会を持ってもらうために取り組んでいるものです。
　乗り方などの説明を受けた後、実際にバスに乗って整理券の取り方や運賃の払い方などについて学びます。
　また、バスの乗り方教室と併せて、バスを使った交通安全教室も開催しています。
　運転席から見えにくい死角などの危険性について、伊勢警察署員が分かりやすく説明を行い、実際に子ど
もたちがバスの運転席に座って死角を確認します。

　バスへの親しみととも
に、地域生活の中でバス
の必要性を感じてもらう
ため、市内の小学生から、
まちを走るバスの風景を
描いたポスターを募集し
ました。
　小学生が夏休みに描い
た313作品の中から、審
査の結果、学年別に最優
秀賞に選ばれた皆さんの
作品を紹介します。
　入賞した48作品は、
おかげバスの車内などに
展示します。

辻 優莉奈さん
（明野小４年）

中村 紗菜さん
（有緝小５年）

山脇 吉乃さん
（小俣小２年）

平地 恭惟さん
（中島小６年）

久保 美理愛さん
（明野小３年）

安東 龍之介さん
（小俣小１年）

6月25日　早修小学校 7月18日　大湊小学校 9月18日　浜郷小学校
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国
内
製
造
の
加
工
食
品
に

は
、製
造
者
情
報
・
保
存
方
法
・

消
費
期
限
や
賞
味
期
限
・
内
容

量
・
添
加
物
・
栄
養
表
示
な
ど

多
く
の
情
報
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
安
心
・
安
全
な
食
品
を
選
ぶ

た
め
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
よ

く
確
認
し
て
、
利
用
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

対
策
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
企

業
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
原
産
地
表
示
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
先
行
し
て
対
応
し
て

い
る
食
品
に
は
、
ハ
ム
な
ど
の

肉
類
の
加
工
食
品
や
お
茶（
茶

葉
）、
海
産
物
加
工
品
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
表
示
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ

の
商
品
に
最
も
多
く
使
わ
れ
て

い
る
原
料
に
つ
い
て
、
国
別
に

多
い
順
番
に
記
載
す
る
な
ど

の
、
一
定
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
ル
ー
ル
の
詳
細
は
、
消
費

者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
小
さ
い
た
め

に
書
き
切
れ
な
い
場
合
や
、
外

国
産
の
加
工
品
が
原
料
の
た

め
、
原
産
地
特
定
が
難
し
い
ケ

ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
原
産
地
表

示
の
制
度
に
は
課
題
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
食
や

持
ち
帰
り
弁
当
、

使
い
捨
て
容
器
に

量
り
売
り
販
売
を

す
る
商
品
は
、
こ

の
制
度
の
対
象
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
７

（
平
成
29
）年
９
月
か
ら
全
て
の

加
工
食
品
に
原
料
の
原
産
地
表

示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
０
２
２
年
ま
で
は
移
行
期

間
中
で
す
。
現
在
は
さ
ま
ざ
ま

な
表
示
パ
タ
ー
ン
が
混
在
し
て

い
ま
す
）

　
消
費
者
の
皆
さ
ん
は
、
原
産

地
表
示
を
参
考
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
食
べ
よ
う
と
し
て
い

る
加
工
食
品
の
原
料
が
ど
こ
で

生
産
さ
れ
た
物
な
の
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
原
産
地
表
示
を
根
強

い
国
産
食
品
へ
の
消
費
者
志
向

　
冷
凍
食
品
や
惣
菜
、
ハ
ム
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
…
。
加
工
食
品
は

日
々
の
食
事
に
欠
か
せ
な
い
物

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
加
工
食
品
を
購
入

す
る
と
き
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
選
ん
で
い
ま
す
か
。
お
い

し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

「
原
材
料
は
何
か
？
」「
原
産
地

は
ど
こ
か
？
」「
添
加
物
は
？
」

な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
39
％

程
度
で
、
主
要
先
進
国
の
中
で

最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
私
た
ち
は
ど
う
し
て

も
外
国
産
の
食
品
を
口
に
す
る

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

相
談
員
さ
ん
!!

予算額　844万円
（うち県補助395万6千円）

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
21

－

５
７
１
７　
FAX
22

－

５
０
１
４
）

教
え
て

加
工
食
品
へ
の

原
料
の
原
産
地
表
示
義
務
付
け
か
ら
１
年

～
表
示
は
２
０
２
２
年
ま
で
に

順
次
切
り
替
わ
り
ま
す
～

〈表示の一例〉

名　　　　称　　ポークソーセージ（ウインナー）
原 材 料 名　　豚肉、豚脂肪、たん白加水分解物、

還元水あめ、食塩、香辛料／調味
料（アミノ酸等）、リン酸塩（Na,K）

原料原産地名　　アメリカ産、カナダ産（豚肉）
消費者庁
ホームページの
QRコード

広
告

鳥羽 建築条件なし宅地分譲中
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こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

女
性
が
腕
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
姿

を
描
い
て
お
り
、女
性
の
表
情
、

握
り
し
め
た
拳こ

ぶ
し

、
ク
ロ
ス
さ
せ

た
腕
に
よ
り
、 

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
断
固
と
し
て
拒
絶
す
る

強
い
意
志
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本

部
で
は
、
毎
年
11
月
12
日
～
25

日
の
２
週
間
を
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実
施

期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
・

被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根

底
に
は
、
女
性
の
人
権
の
軽
視

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
性
犯
罪
、
買
売
春
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す

る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参

画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
う
え

で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で

す
。

　
こ
の
機
会
に
、
暴
力
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
き
、
暴
力
の

な
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

⃝

伊
勢
市
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー

（
☎
21

－

５
７
０
９
）

⃝

三
重
県
女
性
相
談
所

（
☎
０
５
９

－

２
３
１

－

５
６
０
０
）

⃝

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０
）

ざ
ま
な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
週
間
を
中
心

に
、
人
権
講
演
会
や
人
権
尊
重

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展
、
街

頭
啓
発
な
ど
を
行
い
、
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
を
き
っ
か
け
に
、

皆
さ
ん
も
お
互
い
を
尊
重
し
合

う
こ
と
の
大
切
さ
や
、
身
近
な

人
権
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
誰

も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
人
権
尊
重
の
理
念

を
具
体
化
し
て
い
く
に
は
、
ま

だ
ま
だ
大
き
な
課
題
が
残
っ
て

お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
世
界
人
権
宣
言
の
採

択
か
ら
２
年
後
、
国
連

は
12
月
10
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟

国
な
ど
に
記
念
行
事
の

開
催
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　
日
本
で
は
、
１
９
４

９（
昭
和
24
）年
に
12
月

４
日
～
10
日
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
こ
の

時
期
に
全
国
各
地
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演

会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま

　
１
９
４
８（
昭
和
23
）年
に
国

連
が
「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採

択
し
て
か
ら
、
今
年
は
70
年
の

節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
世
界
人
権
宣
言
は
、
差
別
を

撤
廃
し
、
人
権
を
確
立
す
る
こ

と
が
恒
久
平
和
に
通
じ
る
と
い

う｢

す
べ
て
の
人
民
と
国
と
が

達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準｣

と

し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を

守
る
こ
と
を
公
的
に
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宣
言
自
体
に
は
法
的
な

拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国

際
的
な
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
理
念
を
現
実

的
な
も
の
と
し
て
多
く
の
人
権

条
約
が
生
み
出
さ
れ
、
人
権
擁

護
や
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に

人
権
政
策
課（
☎
21

－

５
５
４
５　
FAX
22

－

３
４
５
４
）

市
民
交
流
課（
☎
21

－

５
５
１
３　
FAX
21

－

５
６
４
２
）

シ
リ
ー
ズ
人
権

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

「
世
界
人
権
宣
言
」
70
周
年
を
迎
え
て　　　国連が採択した主な人権条約　　　　　（日本の締結年）

1951（昭和26）年 難民条約 （昭和57年）
1965（昭和40）年 人種差別撤廃条約 （平成８年)
1966（昭和41）年 国際人権規約［社会権規約］ （昭和54年)
1966（昭和41）年 国際人権規約［自由権規約］ （昭和54年）
1979（昭和54）年 女性差別撤廃条約 （昭和60年)
1984（昭和59）年 拷問禁止条約 （平成11年)
1989（平成元）年 子どもの権利条約 （平成６年)
1989（平成元）年 死刑廃止条約 （未締結）
1990（平成２）年 移住労働者の権利条約 （未締結）
2006（平成18）年 障害者権利条約 （平成18年）
2006（平成18）年 特定失踪者保護条約 （平成21年）

女
性
の
悩
み
事
相
談
窓
口

1／2 

1 1 月 1 2 日 ～ 2 5 日 は  

「 女 性 に 対 す る 暴 力 を な く す 運 動 」  

実 施 期 間 で す  

市 民 交 流 課  

（ ℡ 2 1 - ５ ５ １ ３  F A X 2 1 - ５ ６ ４ ２ ）  

 

国 の 男 女 共 同 参 画 推 進 本 部 で は 、 毎 年 1 1 月 1 2 日 ～

2 5 日 の ２ 週 間 を 「 女 性 に 対 す る 暴 力 を な く す 運 動 」 実

施 期 間 と し て い ま す 。  

 暴 力 は 、 性 別 や 加 害 者 ・ 被 害 者 の 間 柄 を 問 わ ず 、 決

し て 許 さ れ る も の で は あ り ま せ ん が 、 女 性 に 対 す る 暴

力 の 根 底 に は 、 女 性 の 人 権 の 軽 視 が あ る と い わ れ て い

ま す 。 特 に 、 夫 や パ ー ト ナ ー か ら の 暴 力 、 性 犯 罪 、 買

売 春 、 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 、 ス ト ー カ ー 行 為

な ど は 、 女 性 の 人 権 を 著 し く 侵 害 す る も の で あ り 、 男

女 共 同 参 画 社 会 を 形 成 し て い く う え で 克 服 す べ き 重 要

な 課 題 で す 。  

こ の 機 会 に 、 暴 力 に つ い て 考 え て い た だ き 、 暴 力 の

な い 社 会 を つ く っ て い き ま し ょ う 。  

 

女 性 に 対 す る 暴 力 根 絶 の た め の シ ン ボ ル マ ー ク  

こ の シ ン ボ ル マ ー ク は 、 女 性 が 腕 を ク ロ ス さ せ た 姿

を 描 い て お り 、 女 性 の 表 情 、 握 り し め た 拳
こぶし

、 ク ロ ス さ

せ た 腕 に よ り 、 女 性 に 対 す る 暴 力 を 断 固 と し て 拒 絶 す

る 強 い 意 志 を 表 し て い ま す 。  

 

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」実
施
期
間
で
す

11
月
12
日
～
25
日
は

女性に対する暴力根絶のための
シンボルマーク
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安全・安心なまち
みんなでつくろう

　市内の自治会などで組織する自主防犯団体（約90団体）が、伊勢市の安全・安心なまちづくりに向け、
防犯パトロールや児童の見守り活動、振り込め詐欺・盗難防止など
の広報啓発活動に積極的に取り組んでいます。
　防犯組織のない地区の人や、防犯組織があっても参加していない
人も、「自分たちの安全は自分たちで守る」という気持ちで、安心
して暮らせるまちづくりに参加しましょう。

防犯活動は　「気楽に・気長に・無理をせず」

日常の生活の中で、
⃝自宅の防犯設備の見直し
⃝近隣の人との日常のあいさつや会話
⃝子どもたちへの声掛け
⃝犬の散歩やジョギング時などの防犯チェック
⃝自宅周りの清掃や花壇の手入れ

などで、地域での防犯意識を高めてください。

美化された地域や、住民の声が聞こえ、姿が見える地域には 犯罪者は寄り付きません

団体活
動が

できな
い人は

…

●自転車盗難が多発しています！ ●詐欺は、皆さんのすぐそばに潜んでいます！
　最近市内では、駐輪場などにとめた自転車の盗
難が多発し、施錠してい
ても盗まれています。
　施錠はもちろん、鍵は
１カ所だけでなく、２カ
所かける（２ロック）習慣
を身に付けましょう。

　11月25日㈰～12月１日㈯は「犯罪被
害者週間」です。この週間には、犯罪被
害者などの名誉や平穏な生活のための配
慮の必要性について、国民の理解を深め
るための啓発事業が実施されます。

　社会全体の被害者支援意識の高揚や被害の早期回復・軽減を目的に、被害者や
その家族・遺族に対して、精神的な支援などを行っています。
　犯罪の影響は、経済・心理・時間・生活全体など多岐にわたり、被害者は、さ
まざまな支援を必要としています。
　同センターでは、関係機関と連携し、「つなぐ活動」も行っています。

　性犯罪や性暴力の被害者を支援する目的で、県に開設されました。
　警察への被害申告の有無に関わらず、被害者に必要な支援を行い、二次的被害
の軽減と心身の早期回復を図るとともに、被害の潜在化の防止を図っています。

　振り込め詐欺などの特殊詐欺は、依然として全国的に
発生し、市内でも数百万円の被害が発生しています。犯
人は、あの手この手で皆さんをだまそうとしています。
　身に覚えのない不審な電話や郵便物への対応は一人で
行わず、必ず家族や友人、警察などに相談しましょう。
　また、キャッシュカードを他人に手渡したり、暗証番
号を教えたりすることは絶対にしないでください。

犯罪被害者
週間

公益社団法人 みえ犯罪被害者総合支援センター

みえ性暴力被害者支援センター よりこ
０５９－２５３－４

よ り こ

１１５相談専用電話番号

０５９－２２１－７
ナ ヤ ミ ナ シ

８３０相談専用電話番号

（☎ 21-5524　 FAX 20-3151）危機管理課

街頭啓発の様子

10月７日の伊勢まつり会場での合同啓発
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時11月17日㈯、10：00～16：00　所イオンタウン伊勢
ララパーク・１階 はあと広場　内高齢者をはじめと
する大人を対象に、パズルを使って脳トレと指先運動
を楽しんでいただくイベントです。さまざまな種類の
パズルを用意してお待ちしています。子どもも参加で
きますので、親子連れやお孫さんと一緒にお越しくだ
さい。　申不要

時11月25日㈰、13：00～（開場は12：30）　所皇學館
大学・記念講堂　内皇學館大学雅楽部の定期演奏会を
開催します。歴史・伝統のある雅楽部による演奏をお
楽しみください。部員一同お待ちしています。【演奏
曲目】五

ごしょうらくのきゅう

常楽急、陪
ば い ろ

臚、浦安の舞、朝日舞、賀
かてんのきゅう

殿急、
納
な そ り

曽利、長
ちょうげいし

慶子　申不要

時12月８日㈯・９日㈰、10：00～16：00
所いせトピア　内市内の小・中学生による図工・美術
作品、書写作品の力作を一堂に展示します。

　カンボジアでの地雷被害を一刻も早く無くすため、
書き損じハガキなどを集めて換金し、地雷撤去団体へ
寄付をしています。ハガキ３枚が、１㎡の地雷原の撤
去費用に換わります。回収品のご協力をお願いします。
対象品　書き損じ・未使用のハガキ、未使用の切手、

未使用のテレホンカード
送付先　同事務局（〒814-0002 福岡市早良区西新

1-7-10-702）へ

～シニアのための脳トレ～ 大人のパズる広場

皇學館大学雅楽部 定期演奏会

伊勢市教育美術展

地雷撤去のため書き損じハガキを集めています

Ｙ
ワイワイ

Ｙプロジェクト・中山さん
（☎ 090-2341-0340　FAX 65-6156）

皇學館大学 雅楽部
（☎ 22-0201　FAX 27-1704〔代表〕）

伊勢市教育美術展運営委員会事務局
（☎ 37-2143　FAX 37-5777〔東大淀小学校〕）

時12月８日㈯、14：00～15：30　所皇學館大学・４号
館431教室　内講座「伝統産業資源から見た伊勢神宮
の魅力」新田均さん（現代日本社会学科教授）　申不要

皇學館大学 月例文化講座
皇學館大学 企画部 地域連携推進室

（☎ 22-8635　FAX 27-1704〔代表〕）

一般財団法人 カンボジア地雷撤去キャンペーン事務局
（☎ 092-833-7575　FAX 092-833-7677）

イベント掲示板 & みんなの広場

掲載申し込み締め切り

時とき 　所ところ 　対対象　　内内容　定定員
料料金　 申申し込み

２月１日号＝12月14日㈮　２月15日号＝12月28日㈮

イベント掲示板 　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベ
ント情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

※詳しくは、募集要項で確認をしてください。募集要項・受験
申込書は、それぞれの担当部署にあります。また、市のホー
ムページに掲載しています。

建築技術職
職員課（☎ 21-5505  FAX  21-5522）

建築技術職…１人程度
募集職種・採用予定人数

昭和54年４月２日～平成13年４
月１日生まれの人

受験資格

平成31年４月１日採用予定日

12月３日㈪～21日㈮（郵送の場合
は12月17日㈪の当日消印有効）

申込期間

⃝第１次試験（筆記試験）
　…平成31年１月13日㈰
⃝第２次試験・第３次試験（口述試験）
　…募集要項参照

試 験 日

任期付職員（幼稚園教諭）
教育総務課（☎ 22-7875  FAX  23-8641）

幼稚園教諭…４人程度募集職種・採用予定人数

　任期付職員の職務内容や勤務条件などは、原則として正規職員と同様
です。

昭和35年４月２日以降生まれで、幼稚園教諭免許を有し、
幼稚園・保育所（園）・認定こども園で通算して１年以上の幼
児教育業務または保育業務の経験がある人。ただし、保育
業務については満３歳児以上の保育業務のみを対象とする。

受験資格

平成31年４月１日採用予定日
平成31（2019）年４月１日～2021年３月31日任　期

12月３日㈪～21日㈮
（郵送の場合は12月17日㈪の当日消印有効）

申込期間

⃝第１次試験（筆記試験）…平成31年１月13日㈰
⃝第２次試験（面接試験）…平成31年１月27日㈰

試 験 日

集市 職 員 を 募
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みんなの広場 　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに
利用できるコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

時11月25日㈰、14：00～15：30　所福祉健康センタ
ー・１階 日常生活訓練室　内クラシックギターの演
奏会（災害復興支援）です。「里の秋」「埴生の宿」「郷愁
のショーロ」などを聴いていただきます。　定20人
料前売り700円、当日800円　申不要
※収益の一部は災害復興支援に使われます。（いせ市

民活動センター災害復興支援プロジェクトに寄託）

時12月12日㈬、13：30～16：00　所市役所本館・２
階 ２－２会議室　内相続手続き・遺言書、許認可申請、
法人設立、権利義務、契約書作成などの相談　定10
人（事前予約５人・当日受け付け５人〔いずれも先着
順〕）　申事前に同支部へ

時平成31年１月12日㈯・13：00～17：00、13日㈰・
9：00～17：00　所皇學館大学キャンパス内　対障害
者スポーツに理解・興味がある18歳以上の人（高校生
を除く）　内大会の運営方法や審判法を、理論・実技
を交えながら体験していただきます。　定40人（先着
順）　申12月21日㈮までに同事務局へ

晩秋のギターコンサート 行政書士による無料相談会

障害者 F
フライングディスク

D 指導者養成講習会

伊勢市クラシックギターを楽しむ会・広垣さん
（☎ 090-5618-4463）

時12月11日㈫、13：30～15：30　所三重県不動産会
館・３階 大会議室（津市上浜町１丁目6-1）　対宅建業
の開業を目指している人など　内第１部…宅建協会に
ついて、第２部…開業資金の融資制度、第３部…不動
産業開業の体験談、第４部…個別相談会（希望者のみ）
定20人（先着順）　申12月10日㈪までに同協会へ

不動産開業セミナー
公益社団法人 三重県宅地建物取引業協会

（☎ 059-227-5018　FAX 059-227-5019）

三重県行政書士会 伊勢支部
（☎ 050-3799-1760　FAX 76-0478）

三重県障害者フライングディスク協会事務局
（☎ 090-4117-2887　FAX 059-222-0303）

ものづくりの祭典

伊勢
アート&クラフト
フェア

（☎ 20-4385　FAX 20-4386）
いせ市民活動センター

入場料 無料

と き 12月1日土 10：00～15：00
ところ いせ市民活動センター北館

（いせシティプラザ）
※駐車場がありませんので、公共交通機関を利用してください。

1階・ホール

オープニング

駐車場

9：50～

ミニ四駆体験コーナー
食ブース
新鮮野菜市場など

伝統工芸品・
文化作品の
展示や体験など

皇學館大学
アンサンブル部

～ animato～の演奏

豚汁振る舞い
（11：30～）
※無くなり次第終了。

伊勢根付、籐
とう

細工、絽
ろ

刺し、ラッピング、木
工工作、紙で作る昆虫、
ハンドメイド雑貨アク
セサリー、自作品ゲー
ム体験コーナーなど

2 階・多目的ホール
伊勢ギーク・フェア

2018
ロボットパーティー、
プログラムカー、子ど
もプログラミング体験
会、３Ｄプリンター、
電子工作、からくり機
械など
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と
き　
12
月
９
日
㈰
、
９
時
40
分

～
12
時
30
分（
受
け
付
け
は
９
時

15
分
～
）

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア　
研
修
室

１
・
２

対
象　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に

在
住・通
勤
し
て
い
る
働
く
女
性
、

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
女
性

内
容　
統
計
心
理
学
を
基
に
自
分

自
身
の
強
み
・
特
徴
・
価
値
観
の

分
析
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
仕
事
に

生
か
す
方
法
を
提
案
し
ま
す
。
参

加
者
同
士
の
交
流
時
間
も
設
け
て

い
ま
す
。

定
員　
30
人
程
度

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（

kouryu@
city.ise.m

ie.jp

）へ

※
託
児
あ
り
ま
す
。（
対
象
は
０
～

６
歳
で
、
先
着
10
人
程
度
。
11
月

15
日
㈭
～
29
日
㈭
ま
で
に
要
予

約
）

と
き　
11
月
23
日
㈷
、
10
時
～
12

時
30
分（
開
場
は
９
時
30
分
）

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

内
容

⃝

講
演
「
心
房
細
動
の
早
期
発
見

が
脳
卒
中
リ
ス
ク
を
減
ら
す
」

笠
井
篤
信
さ
ん（
伊
勢
赤
十
字

病
院 

循
環
器
内
科
部
長
）

⃝

特
別
講
演
「
知
っ
て
お
こ
う
、

身
近
な
認
知
症
～
支
え
よ
う
あ

な
た
の
手
で
～
」
内
海
久
美
子

さ
ん（
砂
川
市
立
病
院
副
院
長・

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

長
）

定
員　
４
０
０
人（
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
創
立
以
来

１
３
６
年
続
く
皇
學
館
の
歴
史

を
、
肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
最
終
日
の
11
月
24
日
㈯
の
午
後

は
、
学
生
の
展
示
解
説
も
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

芸
員
課
程
で
履
修
し
た
こ
と
の
総

仕
上
げ
で
あ
る「
卒
業
展
示
」は
、

学
生
た
ち
の
晴
れ
舞
台
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
皇
學
館
」

　
今
年
は
、
皇
學
館
が
倉
田
山
に

校
舎
を
移
し
て
か
ら
１
０
０
年
目

に
当
た
り
ま
す
。
長
い
歴
史
を
有

す
る
皇
學
館
は
、
激
動
の
道
の
り

を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
展
示
で
は
、
皇
學
館
の
歴

史
の
分
岐
点
で
あ
る
①
創
立
、
②

廃
学
、
③
再
興
の
３
点
か
ら
、
皇

學
館
が
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
あ

ら
た
め
て
見
直
し
ま
す
。

　
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
皇
學
館

も
大
き
く
変
容
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
賀か

や
の
み
や
く
に
の
り
お
う

陽
宮
邦
憲
王
か
ら
賜

っ
た
※

令り
ょ
う
じ旨
は
、
現
在
も
建
学
の

精
神
と
し
て
皇
學
館
大
学
の
中
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
そ

の
根
本
的
精
神
は
今
も
変
わ
る
こ

「
卒
業
展
示
」

　
皇
學
館
大
学
佐
川
記
念
神
道
博

物
館
で
は
毎
年
、
学
芸
員
課
程
を

履
修
す
る
学
生
に
よ
る
自
主
企
画

展
「
卒
業
展
示
」
を
、大
学
祭（
倉

陵
祭
）の
初
日
か
ら
約
１
カ
月
間
、

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
が
で
き
る
ま
で
に
は
、
企

画
決
定
や
展
示
資
料
の
選
定
、
資

料
調
査
、
展
示
品
配
置
の
図
面
作

成
、
展
示
目
録（
図
録
）作
成
、
さ

ら
に
は
資
料
提
供
者
と
の
交
渉
や

広
報
活
動
、
展
示
替
え
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
作
業
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
館
者
へ
の
展
示
解
説

や
、毎
日
の
資
料
点
検
作
業
な
ど
、

展
示
会
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
、
や

る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
卒
業
展
示
で
は
、
こ
れ
ら
の
全

て
を
学
生
た
ち
が
行
い
ま
す
。
学

所 在 地　神田久志本町1704（皇學館大学内）
開館時間
　〔月～金曜日〕9：30～16：30（入館は16：00まで）
　〔土曜日〕9：30～12：30（入館は12：00まで）
休 館 日

日曜日、祝日（授業実施日を除く）、振替休日、
年末年始、大学休業日、臨時休館日（同館が
特に必要と認めた日）

入 館 料　無料

皇學館大学 佐川記念神道博物館
☎ 22-6471　 FAX  22-6463

ま
る
ご
と
博
物
館
だ
よ
り

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局

［
文
化
振
興
課
内
］

（
☎
22

－

７
８
８
５　
FAX
23

－

８
６
４
１
） 67

伊
勢

皇
學
館
大
学 

佐
川
記
念
神
道
博
物
館

卒
業
展
示 

移
り
ゆ
く
皇
學
館
～
倉
田
山
移
転
百
年
記
念
～

11
月
24
日
㈯
ま
で

※
令
旨
…
皇
太
子
・
三
后（
皇
后
・

皇
太
后
・
太
皇
太
后
）・
女
院
・

親
王
ら
の
御
意
志
・
御
意
向

催
し
物

一
般
社
団
法
人 

伊
勢
地
区
医
師
会

（
☎
28

－

２
４
７
６ 

FAX
23

－

６
４
８
５
）

脳
卒
中
・
認
知
症

市
民
公
開
講
座

市
民
交
流
課

（
☎
21

－

５
５
１
３ 

FAX
21

－

５
６
４
２
）

働
く
女
性
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

昨年の卒業展示の様子
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
伊

勢
の
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象

に
短
歌
・
俳
句
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
２
９
８
８
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
入
賞
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　
11
月
30
日
㈮
～
12
月
13
日

㈭
、
９
時
～
19
時

と
こ
ろ　
伊
勢
図
書
館
・
２
階
展

示
ホ
ー
ル

表
彰
式

と
き　
12
月
８
日
㈯
、
10
時
～

と
こ
ろ　
伊
勢
図
書
館
・
２
階
視

聴
覚
室

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手

な
子
ど
も
、
学
習
の
苦
手
な
子
ど

も
な
ど
、
発
達
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

と
き　
12
月
27
日
㈭
、
14
時
～
16

時
30
分（
受
け
付
け
は
13
時
30
分

～
）

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

内
容　
講
演
「
得
意
な
と
こ
ろ
は

伸
ば
し
、
苦
手
な
と
こ
ろ
は
補
い

ま
し
ょ
う
！

－

神
経
心
理
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

－

」

講
師　
志
村
浩
二
さ
ん（
浜
松
学

院
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
）

定
員　
３
０
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
30
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
同
研
究

所
へ

※
市
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所（
園
）、
認
定
こ
ど
も
園
へ

通
う
子
ど
も
の
保
護
者
は
、
各
学

校
・
園
・
所
を
通
じ
て
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
手
話
通
訳
・
託
児（
要
予
約
）が
あ

り
ま
す
。

※
８
月
23
日
に
開
催
予
定
で
し
た

が
、
台
風
の
接
近
に
伴
い
延
期
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

と
き　
12
月
15
日
㈯
、
10
時
30
分

～
12
時
15
分（
開
場
は
10
時
）

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

対
象　
３
歳
～
小
学
６
年
生
ま
で

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
１
組

４
人
ま
で
）

内
容　
サ
ン
タ
と
そ
の
息
子
た
ち

は
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
に
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
達
し

て
い
ま
し
た
が
、
１
人
の
女
の
子

だ
け
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
届
い
て
い
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
末
っ
子
の
ア
ー
サ
ー
は
、
そ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
よ
う
と
決

意
し
ま
す
！
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
無
事

に
届
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

※
地
域
で
活
躍
す
る
輝
く
女
性
た
ち

の
「
一
坪
シ
ョ
ッ
プ
」、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
も
同
時
に
開
設
し
ま
す
。

定
員　
４
５
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
30
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
課（

kouryu@
city.ise.m

ie.jp

）へ

と
き　
12
月
６
日
㈭
、
９
時
30
分

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目
的

ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
認
知
症
に
つ
い
て
の
話
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
へ
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
の
話

講
師　
山
川
伸
隆
さ
ん（
伊
勢
志

摩
区
域
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
い
せ
山
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

定
員　
４
０
０
人（
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
受
講
者
に
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
と
修
了
証
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
手
話
通
訳
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な

人
は
、
11
月
20
日
㈫
ま
で
に
同
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
支
援
課

（
☎
21

－

５
５
８
３ 

FAX
20

－

８
５
５
５
）

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

医
師
講
演
会

生
活
習
慣
病
と
し
て
の「
認
知
症
」

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

いせ健幸ポイント
「まちづくりポイ
ント」対象事業と
なります。

（行事番号706）

市
民
交
流
課
内
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
男
女
共
同

参
画
れ
い
ん
ぼ
う
伊
勢

（
☎
21

－

５
５
１
３ 

FAX
21

－

５
６
４
２
）

親
子
映
画
祭

「
ア
ー
サ
ー

 

ク
リ
ス
マ
ス
の
大
冒
険
」
教
育
研
究
所

（
☎
22

－

７
９
０
０ 

FAX
22

－

７
８
９
８
）

特
別
支
援
教
育
講
演
会

文
化
振
興
課

（
☎
22

－

７
８
８
５ 

FAX
23

－

８
６
４
１
）

2018 ISE CO
LLECTIO

N

世
界
に
発
信
！

伊
勢
市
短
詩
型
文
学
祭

イ

セ 

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

短
歌
・
俳
句
作
品
の
展
示昨年の様子

広
告
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が
、
市
内
空
家
を
改
修
す
る
た
め

に
要
す
る
工
事
費
用
の
一
部
を
補

助（
上
限
50
万
円
）

※
２　

県
外
か
ら
の
移
住
者
な
ど

が
、
市
内
空
家
を
改
修
す
る
た
め

に
要
す
る
工
事
費
用
の
一
部
を
補

助（
上
限
２
０
０
万
円
）

　
伊
勢
都
市
計
画
道
路
の
変
更
案

（
高
向
小
俣
線
）を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　
11
月
15
日
㈭
～
29
日
㈭

縦
覧
場
所　
同
課
、
各
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
、
伊
勢
図
書
館
、
小

俣
図
書
館

※
変
更
案
は
、
縦
覧
期
間
中
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

意
見
書
の
提
出

　
変
更
案
に
対
し
て
意
見
が
あ
る

人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

提
出
資
格　
市
内
在
住
の
人
、
利

害
関
係
者

提
出
方
法　

11
月
29
日
㈭
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

意
見
を
記
入（
様
式
は
自
由
）し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒
５
１
６

－

８
６
０
１
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、

 toshikei@
city.ise.m

ie.
jp

）へ

　
市
で
は
現
在
、
空
家
関
連
補
助

制
度
の
一
部
と
し
て
、「
空※

１

家
に

住
ん
で
み
ま
せ
ん
家か

事
業
改
修
補

助
金
」「
移※

２

住
促
進
の
た
め
の
空
き

家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
費

補
助
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
市
外
か
ら
の
移
住
者
な
ど
が
、

市
内
の
空
家
を
取
得
す
る
た
め

に
、
独
立
行
政
法
人 

住
宅
金
融

支
援
機
構（
フ
ラ
ッ
ト
35
）の
住
宅

ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
場
合
、
前
記

の
補
助
金
と
併
せ
て
活
用
す
る

と
、
当
初
５
年
間
は
借
り
入
れ
金

利
の
利
率
が
０
・
25
％
引
き
下
げ

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
優
遇
制
度
は
11
月
１
日
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
件

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
支
援
機

構
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話（
住
宅

金
融
支
援
機
構 

東
海
支
店〔
☎
０

５
２

－

２
６
３

－

３
０
７
８
〕）で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
１　

市
外
か
ら
の
移
住
者
な
ど

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢（
観
光
文

化
会
館
）・
大
ホ
ー
ル

対
象　
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

（
帰
省
中
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
）

※
市
内
在
住
者
に
は
案
内
は
が
き
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
日
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
は
が
き
が
な

い
人
は
、
当
日
受
け
付
け
を
し
ま

す
。

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
な
い
た
め
、

公
共
交
通
機
関
ま
た
は
、
臨
時
駐

車
場（
宇
治
山
田
商
業
高
等
学
校
）

か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
車
で
送
迎
す
る
場
合
は
、
市
役
所

駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
お
よ
び
臨
時
駐
車
場
周
辺
へ

の
違
法
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

と
き　
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰
、

10
時
30
分
～
11
時
30
分（
受
け
付

け
は
９
時
30
分
～
）

　
伊
勢
市
の
景
観
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
と
伊
勢
市
わ
が
ま
ち
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
左
表
の
と

お
り
巡
回
展
示
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

社
会
教
育
課

（
☎
22

－
７
８
８
６ 

FAX
23

－

８
６
４
１
）

都
市
計
画
課

（
☎
21

－

５
５
９
１ 
FAX
21

－

５
５
８
５
）

新
成
人
の
つ
ど
い

伊
勢
市
の
景
観
絵
画
・

わ
が
ま
ち
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
の
展
示

と　　き ところ
11月７日㈬～19日㈪ 市役所本庁

11月22日㈭～12月５日㈬ イオンタウン
伊勢ララパーク

12月10日㈪～25日㈫ 御薗総合支所
12月28日㈮～

平成31年１月14日㈷ ミタス伊勢

平成31年１月17日㈭～29日㈫ 小俣総合支所
平成31年２月１日㈮～

３月10日㈰ 二見総合支所

建
築
住
宅
課

（
☎
21

－

５
５
９
７ 

FAX
21

－

５
５
８
５
）

空
家
取
得
に
関
す
る

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
の

優
遇
制
度

都
市
計
画
課

（
☎
21

－

５
５
９
１ 

FAX
21

－

５
５
８
５
）

都
市
計
画
道
路
変
更
案
の
縦
覧

昨年の様子

広
告
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課
税
さ
れ
ま
す
。

　
建
物
を
取
り
壊
し
た
人
や
、
未

登
記
家
屋
の
売
買
・
相
続
な
ど
を

し
た
場
合
の
名
義
変
更
を
同
課
に

申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
12
月
28

日
㈮
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

と
き　
11
月
21
日
㈬
、
11
時
ご
ろ

内
容　
国
か
ら
の
試
験
放
送
の
内

容
が
、
市
の
防
災
行
政
無
線
・
防

災
メ
ー
ル
・
防
災
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

通
じ
て
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
通

称
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」）は
、
地
震
・

津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
が
起
こ
っ

た
と
き
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
緊
急
情
報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
次
の
と
お
り
、
同
シ
ス
テ
ム
の

一
斉
情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
毎
年
１
月
１
日
に
土
地・建
物・

償
却
資
産（
事
業
用
）を
所
有
し
て

い
る
人
に
対
し
、
固
定
資
産
税
が

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
32

障
が
い
福
祉
課（
☎
21

－

５
５
５
８　
FAX
20

－

８
５
５
５
）

「
忘
れ
る
」

握
っ
た
右
手
を
こ
め
か
み
の
横
に
置
き
、

手
を
開
き
な
が
ら
上
げ
ま
す
。

※
手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市のホームページで手話動画を
見ることができます。
みんなで手話 伊勢市 検索

愛称 トモニー

頭の中に納まっていた物事が
抜けていくイメージです。
※諸説あります。

危
機
管
理
課

（
☎
21

－

５
５
２
３ 

FAX
20

－

３
１
５
１
）

課
税
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
21

－

５
５
３
３ 

FAX
21

－

５
５
３
５
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験

建
物
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
連
絡
を

「これは、Jアラートの
テストです」（３回）
「こちらは広報いせです」

お詫びと訂正 いせトピア（☎ 21-0900・FAX 21-0909）

　「広報いせ」11月１
日号・20ページ「トピ
アだより」に掲載した

「平成30年度12月開
講分 いせトピアセン
ター講座」の申し込み
案内の日程に、次の
とおり誤りがありまし
たので、お詫びして訂
正します。

⃝申し込み【１段目】
　訂正前 12月７日㈮（当日消印有効）
　訂正後 11月20日㈫（当日消印有効）
⃝抽選について【２段目】
　訂正前 12月14日㈮
　訂正後 11月27日㈫
⃝２次募集について【２・３段目】
　訂正前 12月21日㈮
　訂正後 11月29日㈭

広
告

広
告
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おおまつりウィーク
　10月６日～16日、「おおまつりウィーク」と称し、伊勢まつり・神嘗奉祝祭・初穂曳が開催され、
伊勢のまちは祭り一色に染まりました。

10月6日・7日

10月15日・16日

10月14日・15日

伊勢まつり

初穂曳

神嘗奉祝祭

外宮領陸曳 内宮領川曳


